
さる７月10日、公安警察による全学連大会

襲撃事件(下参照)の国家賠償請求訴訟･第２回

口頭弁論が、東京地裁(民事第31部、小野寺真

也裁判長)で開かれました。

ここで、被告である東京都と警視庁公安部

は驚くべき主張を展開。何と大会会場前での、

学生への殴る･蹴る･衣服を破るなどの暴行(写

真参照)は、すべて｢職務質問｣｢視察活動｣だか

ら“まったく問題ない”と開き直ったのです。

冗談じゃない！ しかも被告は、現場を撮影

した動画･画像データを所持していることを認

めながらも、それを｢法廷には提出しない｣と

頑なに拒否。彼らにとって、どれだけ“やま

しい”映像がそこには映っているのか！

公安警察解体！ 共謀罪粉砕！ すべてのデー

タを開示させよう。10月２日(月)の次回口頭

弁論にぜひ集まってください!!

公安警察による全学連大会襲撃弾劾！
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とは？

昨年９月１日～２日に都内で開催した全学連大会の会場前で、警視庁公安部の公安警察多数

が参加者に暴力的な襲撃行為を行った事件。公安警察は、｢参加者のメガネや帽子をはぎ取っ

て奪い去る｣、｢胸倉をつかんで殴る｣、｢地面に引き倒す｣、

｢首を締め上げる｣など白昼公然たる暴行におよび(右写真)、

暴行をやめさせようと体を張って止めた参加者たちには、

それ以上の苛烈な暴力をふるいました。

▼当日の映像を｢Youtube｣で見ることができます！

→｢全学連大会 公安｣で検索してください！



10月２日(月)15時～

東京地裁･429号法廷

告訴･国賠闘争を闘うにあたって、弁護

士費用含め多額の費用がかかります。あた

たかいカンパをぜひお寄せ下さい！

【郵便振替】00190-0-766112

「全日本学生自治会総連合」

学友を右拳で殴り飛ばす公安･古畑直哉
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公安にビリビリに破られたＴシャツ


